
渋滞緩和に向けた今後の取組み 別紙４

■規制期間の短縮

・安全を考慮し、可能な範囲で施工班を増やし、昼夜連続作業による作業時間を拡大し、

規制解除時期を前倒し （４月２８日→４月中旬）

・工事の進捗による屋嘉ＩＣオンランプ（本線合流部）の規制形態を変更し、合流に伴う混雑
解消を図る （屋嘉ＩＣオンランプ部の規制範囲縮小：4月初旬～）

■行動変容を促す更なる広報の強化

• 観光客への行動変容を促す対策として、レンタカー会社でのチラシ配布
（所要時間の実績や所要時間提供サイトのQRコードを記載）
• テレビ、ラジオでの周知を強化するとともに、ＳＮＳ（x）にて渋滞開始時刻、渋滞ピーク時刻、
ピーク時通過時間の実績を周知

①レンタカー会社で配布しているチラシ ②渋滞状況のＳＮＳ（ｘ）での周知

【見直し後の規制形態】

＜現在～３月下旬＞ ＜４月初旬～＞

規制終了
４月中旬

※拡大

規制範囲縮小
（屋嘉ICオンランプ合流部）施工短縮箇所

■関係機関で連携した取り組み

・恩納バイパス、恩納南バイパスの４車線化整備の推進
•庁舎等におけるNEXCO作成のポスター及びパンフレットの掲示による広報強化
•渋滞緩和に向けた時差出勤等の呼びかけ
・一般国道（バイパス）渋滞箇所における信号機の調整


